






























　職場における本来感は、Van den Bosch 
and Taris （2014a, 2014b, 2018）の一連の研
究がみられる。彼らは外発的動機を自律性に
基づいて段階的に分類した自己決定理論




























































































尊感情は Pierce et al.（1989）によって提唱
され「個人が組織の成員として自己を有能で
価値のある重要な存在と捉える度合い」













































































た（Van den Bosch and Taris, 2014b）。さ































































































































業種 人数 ％ 職種 人数 ％
製造業（企業向け） 145 29.0% 営業・販売 107 21.4%
製造業（消費者向け） 61 12.2% 研究・開発・技術 137 27.4%
卸売業（企業向け） 13 2.6% 総務・人事 31 6.2%
卸売業（消費者向け） 4 0.8% 財務・経理 18 3.6%
卸売業（総合商社・各種商品） 13 2.6% 企画・マーケティング 31 6.2%
小売業 25 5.0% 広告・広告・デザイン 10 2.0%
ソフトウェア・情報処理業 61 12.2% 事務職 31 6.2%
サービス業（企業向け） 51 10.2% 管理職 92 18.4%
サービス業（消費者向け） 55 11.0% 会社経営・役員 11 2.2%
その他 72 14.4% その他 32 6.4%
従業員数 勤続年数
10～ 49人 69 13.8% 1年未満 18 3.6%
50～ 99人 41 8.2% 1年～ 3年未満 36 7.2%
100～ 299人 98 19.6% 3年～ 5年未満 39 7.8%
300～ 999人 96 19.2% 5年～ 10年未満 80 16.0%
1,000～ 4,999人 93 18.6% 10年～ 15年未満 89 17.8%
5,000～ 9,999人 39 7.8% 15年以上 238 47.6%
1万人以上 64 12.8% 性別
年齢 男性 427 85.4%
20代 25 5.0% 女性 73 14.6%
30代 117 23.4%
40代 175 35.0%




























































第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子
外的調整（α＝0.842）
知識を提供することは規則のようなもののため 0.798 0.071 0.032 -0.095
知識を提供しないと周囲の人がうるさいため 0.728 -0.167 0.066 -0.021
会社が奨励するため 0.648 0.128 -0.056 0.070
周囲の人から知識を提供するように言われるため 0.646 0.105 0.001 0.048
金銭的な報酬を得るため 0.620 -0.118 0.205 -0.065
周囲の人が当たり前のように知識を提供しているため 0.512 -0.025 -0.047 0.156
取り入れ的調整（α＝0.887）
自分の評判を高めるため 0.115 0.117 0.771 -0.130
周囲の人に能力があると思われたいため 0.089 0.006 0.782 0.078
周囲の人からほめてもらうため 0.241 -0.072 0.629 0.116
同一化的調整（α＝0.778）
会社の成長につながるため 0.135 0.762 -0.054 -0.108
知識を提供することは私の大切な仕事のため -0.005 0.757 0.074 -0.035
私の持っている知識が他の社員にとって有益な知識のため -0.115 0.722 0.003 0.040
自分の成長につながるため -0.105 0.444 0.086 0.229
内発的動機（α＝0.763）
知識を提供することが楽しいため 0.099 0.034 -0.025 0.775
人の役に立つことが楽しいため -0.169 0.261 0.100 0.562
関心のある議論や質問があるため 0.259 0.239 -0.118 0.408















一般優越感 3.23 0.82 0.641**
職場本来感 3.32 0.77 0.699** 0.511**
職場優越感 3.39 0.79 0.625** 0.795** 0.637**
外的調整 2.90 0.76 0.221** 0.377** 0.299** 0.241**
取り入れ的調整 2.89 0.93 0.214** 0.378** 0.235** 0.254** 0.710**
同一化的調整 3.61 0.68 0.456** 0.460** 0.491** 0.491** 0.311** 0.299**
内発的動機 3.38 0.73 0.454** 0.458** 0.464** 0.384** 0.476** 0.460** 0.643**
**: p＜0.01
表 5　単相関の結果
外的調整 取り入れ的調整 同一化的調整 内発的動機 VIF
性別 0.065 0.036 0.018 0.041 1.063
年齢 -0.136 ** -0.152 ** 0.040 -0.020 1.059
一般本来感 -0.179 ** -0.120 0.082 0.114 2.485
一般優越感 0.568 ** 0.522 ** 0.158 * 0.368 ** 3.085
職場本来感 0.330 ** 0.181 ** 0.257 ** 0.308 ** 2.315
職場優越感 -0.309 ** -0.200 ** 0.149 * -0.177 * 3.387
R2 0.226 0.191 0.312 0.298
































外的調整 取り入れ的調整 同一化的調整 内発的動機 VIF
性別 0.068 0.037 0.034 0.047 1.058
年齢 -0.137 ** -0.153 ** 0.047 -0.019 1.058
一般本来感 -0.032 -0.045 0.273 ** 0.273 ** 1.696
一般優越感 0.396 ** 0.407 ** 0.285 ** 0.282 ** 1.697
R2 0.170 0.172 0.259 0.256
F値 25.432 ** 25.651 ** 43.151 ** 42.684 **
**: p<0.01，値は標準回帰係数
表 7　重回帰分析の結果（一般本来感と一般優越感）
外的調整 取り入れ的調整 同一化的調整 内発的動機 VIF
性別 0.062 0.032 0.013 0.031 1.060
年齢 -0.142 ** -0.157 ** 0.037 -0.026 1.058
職場本来感 0.243 ** 0.124 * 0.300 ** 0.368 ** 1.685
職場優越感 0.086 0.176 ** 0.298 ** 0.148 ** 1.686
R2 0.122 0.102 0.296 0.230
F値 17.129 ** 13.994 ** 51.951 ** 37.023 **
**: p<0.01，*: p<0.05，値は標準回帰係数
表 8　重回帰分析の結果（職場本来感と職場優越感）
外的調整 取り入れ的調整 同一化的調整 内発的動機 VIF
性別 0.064 0.038 0.025 0.041 1.061
年齢 -0.140 ** -0.154 ** 0.043 -0.022 1.058
一般本来感 0.027 0.099 0.222 ** 0.256 ** 1.956
職場本来感 0.279 ** 0.166 ** 0.335 ** 0.284 ** 1.960
R2 0.118 0.088 0.268 0.251
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